
日田市の歴史文化の特徴について

（１）伝統文化（無形文化財）の
      今後について

（２）私にとって日田の一番の
　　　歴史文化とは

「日田市文化財保存活用地域計画」第３回ワークショップ　取りまとめ結果

班 主な意見（キーワード）

その他の意見（キーワード）

①

・人と文化の交流が栄えた
　理由として、川と山によ
　る「水」がある。

・天領であった江戸時代が
　日田市の歴史文化の特徴
　の中心となるのでは。

・咸宜園

・祭りの文化財指定当時と現在の状況
　は異なっている。
　　→時代に合った祭りのかたちに変
　　　化させなければ、祭りの文化を
　　　守れない。
　　→祭りの日程を平日から休日に変
　　　更
　　→神事に女性も参加できるように

・日田祇園は日田市全体の文化ではな
　い印象がある。

・各地域の祭りのお囃子と太鼓は小学
　生を中心に行っている。

・五馬地区の神社等、こどものいない
　地域では祭りができない。

・祭りはもちろん、自治会自体がなく
　なりつつある。

・保存会の会長は祭りに対する明確な
　目的意識があるが、市民全体として
　は祭りの意味や目的の理解が進んで
　いない。

・文献がなくいつから始まったか分か
　らないが、お伊勢さん信仰も多い。

・前津江の大野楽、有王社の河童伝説

・氏子の継承が困難。移住者が氏子に
　なるのは難しい。

・担い手の確保はもちろんだが、地域
　住民の「意識」の問題も大きい。

・今ならまだ守れる祭りも多い。かた
　ちだけの文化財指定ではいけない。

・少なくとも記録保存は行うべき。現
　状、５年に１度記録保存をしてい
　る。

・他集落との連携

・鵜飼の継承の必要性

・三隈川と関連する人の交流

・装飾壁画（ガランドヤ古墳）

・地形と気候の関係性

・「水」による自然（川と山）
　　→鵜飼

・進撃の巨人

・食文化の発展

・人の動き、交流（熊本や福岡）

・永興寺の階段横に個人的趣味で
　古墳を玄関に飾っている
　お宅があった。

・日田では村ごとに木材が割り当
　てられ、重宝されていた。

・水のための保安林はどうしても
　漁業を中心に考えられてしまう
　が、林業も守っていかなければ
　ならない。

・山の掃除ができず、里山づくり
　が難しい。

・災害で使えなくなってしまった
　木材は売ることができず、その
　まま捨てたままになっている。

・下駄づくり

・牛馬祭り、荒神

・非日常から日常へ
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（１）伝統文化（無形文化財）の
      今後について

（２）私にとって日田の一番の
　　　歴史文化とは

班 主な意見（キーワード）

その他の意見（キーワード）

②

・町人文化

・町人のはたらきによって
　「金融街（city)」として
　文化や仕事が発展した。

・字名を調査すると歴史文
　化の特徴がみえてくる。
　　→字にあてることので
　　　きない名や発音

・日田弁のやや上からの言
　葉遣い
　　→商売に影響を与えた
　　　のではないか

・発掘調査で出土した遺物
　の分析（なぜこれが、こ
　こで出土したのか）

・神事は神事として継承していくのが
　筋である。一般の人は山鉾をなぜ曳
　くのかについても知らない人が多
　い。
　このような日田祇園の本来の姿や当
　たり前の事をしっかり伝えていく必
　要がある。

・文化財指定の有無を問わず、次世代
　へつなげていく必要性がある。

・一般に知られておらず、地域住民等
　の参加はないものの、神事として毎
　年行われているものも多い。

・日田祇園の「パイパイ」、「英彦山
　がらがら」（魔除けのお守り）があ
　る。

・日田の場合はパイパイを魔除けの飾
　りとして持ち帰るが、京都の場合は
　集めて燃やすことで無病息災を願
　う。

・祭りをただのイベントとして終わら
　せてはいけないのではないか。イベ
　ント的な行事はなかなか続かない。
　　→地域住民が祭りの意味を理解す
　　　る必要がある。

・行事としては何度か途絶えているた
　め、おおもとの資料が少ないことも
　課題である。

・わらじをつくる会(仮)を発足し、文
　化の継承(以下①～④)の循環を目指
　したい
　　①地域住民がわらじの編み方を学
　　　ぶ
　　②掛け干しの藁をつくる人々との
　　　連携（手作業による農業の継
　　　承）
　　③自分たちのつくったっ藁、わら
　　　じを祭りで使用（祭りの継承）
　　④祭りへの参加へ（興味関心の向
　　　上、交流の場として機能）

・日田は古代の戦争の記録等な
　い。

・天領と呼ばれるようになったの
　は明治以降。江戸時代ではな
　い。

・土地の名前は地形や事象によっ
　て誰かが名付けたもの。
　　→時代の変遷によって変化す
　　　るから調査が難しい。
　　→「わたり」という地名が２
　　　つあるが、どちらが本来の
　　　船の由来か分からない。

・発掘調査の成果として、時代、
　地点、出土遺物の関連を整理す
　る必要がある。

・ガランドヤ古墳

・地域計画の委員会で、『進撃の
　巨人』について素案で触れるべ
　きだという話が出た。
　　→日田という土地は、作品が
　　　生まれた背景や、作者が育
　　　った環境(社会、自然、文
　　　化)に大きな影響を与えて
　　　いる。

・日田独特の地形や地質

・日田の人間の移動
　　→①大友、大蔵関連
　　　②武士団（蒙古襲来）
　　　③江戸の町人
　　　④明治以降の人々

・日田は人の往来が多い土地であ
　ったはずだが、日田に定着し、
　育ってきた文化が少ない印象が
　ある。うたや俳句も少ない。

・天領としての母体や意味合いが
　他と異なる。
　　→日田は経済の中心ではな
　　　く、年貢の集積地として
　　　発展した。
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（１）伝統文化（無形文化財）の
      今後について

（２）私にとって日田の一番の
　　　歴史文化とは

班 主な意見（キーワード）

その他の意見（キーワード）

③

・日田祇園をはじめとした
　祭りは、性別問わず協力
　して行っていくべき。

・咸宜園を世界遺産に登録
　する取り組み

・西有田地区という狭い範
　囲に２つの中世山城があ
　ることにも注目すべき。

・字名の調査

・水郷日田として、山桜を
　はじめとした自然を大切
　にしていくべき。

・五馬地区の祭りなど、祭
　りが消滅の危機にある。
　　→コミュニティを大切
　　　にしていく必要性が
　　　ある。

・風景の美しさだけではな
　く、人のやさしさが重要
　　→観光客に対して丁寧
　　　な対応をすること
　　　で、「また来たい」
　　　と思ってもらえるよ
　　　うに。

・日田祇園は神事として大切に守って
　いく必要がある。
　　→コロナの影響で開催ができなか
　　　ったこともあり、さらに担い手
　　　の確保が大変な状況である。

・大原八幡宮の信仰

・わらじは、曳き手50人に対して数が
　不足している。
　　→現段階でわらじを作れる人が少
　　　ないため、今のうちに作り方を
　　　伝えていく必要がある。わらじ
　　　作りのボランティアを募集した
　　　り、わらじ作りを指導してもら
　　　う機会を醸成したりして担い手
　　　の育成をしていく必要がある。

・神事という理由で女性参加ができな
　いが、今の時代には合わなくなって
　きている。維持していくためには、
　やれる人でやっていかないと滅失し
　てしまう。

・水郷日田（せせらぎの音、「す
　いきょう」と音も濁らない）

・アユ（簗）川とのかかわり

・咸宜園
　　→現代の広瀬淡窓の育成

・地形と人とのつながりから生ま
　れた文化

・杉を切ることで水がなくなる時
　代もあったが、今はダムによっ
　て解消された。

・字名の由来はその土地の特徴と
　密接にかかわっている。
　　→名字についても地域の字名
　　　からきているものが多い。
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（１）伝統文化（無形文化財）の
      今後について

（２）私にとって日田の一番の
　　　歴史文化とは

班 主な意見（キーワード）

その他の意見（キーワード）

④

・川とともに歩んだ歴史
　（水害、信仰、河川交
　通）

・山（緑、下駄、修験道、
　祭り、林業）、製材業所

・交通の結節点

・天領（商人のまち）

→上記のキーワードは日田
　の各時代における歴史文
　化の根底として共通して
　おり、祭りにも関連して
　いる。

・祭りの起源や目的、趣旨をきちんと
　理解する必要性がある。

・祭りに参加することで精神的充実感
　や成功体験を味わってもらうこと
　で、継続的な参加につながるのでは
　ないか。

・実際に祭りに参加している人たちが
　祭りについてどう感じているか。

・人手不足、資金不足
　　→口承の文化は知っている人がい
　　　なければ途絶えてしまう。
　　→実際に復活するのは難しいと思
　　　うが、記録に残しておけば、途
　　　絶えてしまったとしても復活が
　　　可能となる。

・祭りに係る技術の継承も必要であ
　る。

・祭りは閉鎖的、限られた人たちのも
　のというイメージがある。
　　→外からの人を受け入れることで
　　　発展へつなげていく。

・地域の繋がりが希薄になっている。

・準備等を含め、祭りに参加する時間
　がない。

・伝統だと言って切り離すと文化はど
　んどん廃れてしまう。伝統も時代に
　合わせて発展的に変化させていく必
　要があるのではないか（女性の受入
　など）。

・神事がイベント化してしまうと、指
　定文化財という観点から考えると文
　化財としての価値が失われる恐れも
　ある。また、一般の方々に誤った理
　解を与えてしまう恐れがある。

・英彦山：山伏、林業、下駄

・川：鵜飼、やな

・天領：商人、町人、廣瀬淡窓

・街道：文化交流

・盆地の地形→日田の気候に大き
　な影響

・伝統芸能や工芸に関心がある史
　学科の学生が多い
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（１）伝統文化（無形文化財）の
      今後について

（２）私にとって日田の一番の
　　　歴史文化とは

班 主な意見（キーワード）

その他の意見（キーワード）

○自然（山・川・水）　→　林業、産業、信仰

○商人文化／農村文化　→　日田祇園、年中行事、生業

総括

⑤

・祭り

・山（英彦山等）
　　→幼少期から目にして
　　　きた市民にとって普
　　　遍的な存在

・シンボルとしての文化財
　と、それぞれの心の中に
　ある文化財
　　→まずは知ってもらう
　　　ことが大切。

・宮崎県の神社の神楽等の人手不足も
　課題になってきている。

・祭りに女性が参加できないというの
　は、室町時代以降の中国大陸からの
　思想の影響が大きい。
　　→祭りを守るためには性別や年齢
　　　による制限を緩和し、門戸を広
　　　げる必要がある。

・役員の負担が大きい（神事として、
　料理を作らなければならない等）。

・親から子へ、意識をもって伝えてい
　かなければならない。

・近年、熊本・産山村の「うさぎ追
　い」が動物虐待と批判されるように
　なってしまった。
　　→日田の祭りも時代にあわせたか
　　　たちにしていく必要がある。

・祭りは自然発生的であるため、改め
　て「目的」を考えると難しい。

・地域の守り神の信仰
　　→飢饉や戦乱の渦中ではない、
　　　「今」の信仰の在り方の検討す
　　　ることも必要ではないか。

・コロナ禍以降の問題
　　→３年間実施できなかったこと
　　　で、途切れてしまう可能性があ
　　　る。

・大野楽等、ビデオで所作の復習をし
　ている。

・わらじや飾り物の作成による地域コ
　ミュニティの形成が期待できる。

・近年、地域のつながりが希薄になっ
　てきている。
　　→安心して行事を行うためには地
　　　域コミュニティの繋がりが重要
　　　である。

・外に出ていった人たちが安心して帰
　ってこれるような地域づくりをして
　いく必要がある。

・神楽

・石橋

・山の文化（英彦山、岳滅鬼山）

・永興寺の十一面観音立像、毘沙
　門天、吉祥天

・中世・戦国の能楽や、相撲は神
　様を楽しませる文化

・橘劇団の橘大五郎が北野武の映
　画に出た後、五馬くにちでの橘
　劇団の公演に多くのファンが五
　馬に来訪したが、一時的なもの
　だった。

・技術が伝承できなくなってしま
　った場合、新しいもかたちで文
　化財を残していくしかないので
　は。
　　→国指定の文化財の場合、補
　　　助をもらうために多くの制
　　　限がある。

・槍鉋を用いての削り方の技術を
　もつ人も減少している。

・伝統的建造物群保存地区など、
　今あるものを残していくしかな
　い。
　　→建造物単体での指定か、地
　　　区全体としての選定かによ
　　　って、その後の文化財保護
　　　の方針が大きく変わってく
　　　る。

・文化財や保存技術は、見る機会
　や聞く機会がないと、人々はど
　のようなものか分からず、失わ
　れてしまう。昔話としてでも残
　っているとよい。

・道路改良の際、阿蘇山の噴火に
　よる火砕流で流された９万年前
　の埋没樹木が発掘された。これ
　までわからなかった昔のことが
　分かると面白い。

・地域のことを知ってほしい。伝
　えていくことが重要。
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令和４年度第３回 

日田市文化財保存活用地域計画ワークショップ 

 

令和５年３月９日（木） １４時００分～ 

日田市民文化会館「パトリア日田」スタジオ１ 

 

１４：００ 開会 

【第一部】 

 １４：００～１４：１０ 

  ○第２回ワークショップの報告 

   

 １４：１０～１４：２５ 

  ○保存や継承に課題を抱える文化財等（日田祇園の曳山行事）について 

【第二部】 

 １４：２５～１６：３０ 

  ○日田市の歴史文化の特徴について 

   ⑴伝統文化（無形民俗文化財）の今後について 

    （ 休 憩 ） 

   ⑵私にとって日田の一番の歴史文化とは 

 

〈今後の流れ〉 

 １６：３０～１７：００ 

  ○計画策定までのスケジュールについて 

  ○今後の取り組みについて 

 ○その他 
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重要無形民俗文化財「日田祇園の曳山行事」について 

 

⑴国指定の経緯 

 ・市指定  昭和 47年 6月 12日（隈の祇園会） 

 ・県指定  昭和 59年 3月 30日（日田祇園会） 

 ・国指定  平成 8年 12月 20日（日田祇園山鉾振興会） 

 

⑵ユネスコ無形文化遺産に登録 

平成 28年 11月 30日、国指定重要無形民俗文化財に指 

 定されている 18府県 33件の山・鉾・屋台行事として、「 

日田祇園の曳山行事」が登録。 

 

⑶日田祇園の曳山行事・祇園祭の概要 

所 在 地  隈地区・竹田地区・豆田地区 

 保護団体  日田祇園山鉾振興会 

 行事期日  7月 20日過ぎの土・日曜日 

      

 日田祇園の曳山行事は、隈八坂神社、若宮神社、八坂神社の３社で行われる祇園祭に合わ

せて行われる行事で、毎年作り替えられるヤマと呼ぶ山鉾が曳き廻されます。現在、祇園祭

に曳き出されるヤマは、隈地区の隈町、大和町、竹田地区の川原町、若宮町、豆田地区の下

町、上町、港町、中城町の 8基と平成 2年に製作された平成山鉾 1基の計 9基です。 

 祇園祭を行う神社は、隈地区の隈八坂神社、竹田地区の若宮神社、豆田地区の豆田八坂神

社であり、日田祇園はこの三社の祇園祭の総称です。若宮神社は若八幡とも呼ばれ、祇園社

を合祀しています。 

 日田祇園の祭礼日は、近世においては、隈町・竹田村が 6月 10日から 11 日、豆田町では

14 日から 15 日でした。明治期以降は、三地区ともに旧暦 6 月 13 日から 15 日となり、昭和

46年からは新暦 7月 20日過ぎの土・日曜日に開催されるようになりました。 

 

 日田祇園は「小屋入り」と呼ばれる山鉾の建造から始まり、「流れ曳き」、「集団顔見世」、

昼間の山鉾巡行である「本曳き」、「町内押し」、夜の山鉾巡行である「晩山」などが行われ

ます。 

 これまで、山鉾 9 基が日田駅前に一堂に会する「集団顔見世（主催：日田まつり振興会）」

は祇園祭（7 月 20日過ぎの土・日曜日）2 日前の木曜日に開催されておりましたが、今年は

祇園祭の前の週の日曜（7 月 16 日の夜）に変更して開催されることになりました。これは、

見物客の増加による地域経済の活性化と山鉾の勇姿を見て自分も参加したいと思う若者の増

加を期待するものです。 

  

 隈・竹田地区の「町内押し」では、祭りの初日に、それぞれの山鉾が各町内を巡行した後、
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隈地区の山鉾は隈八坂神社、竹田地区の山鉾は若宮神社に納めます。その後、御神幸行列に

従って山鉾が巡行します。隈地区と竹田地区の山鉾は、隈八坂神社と若宮神社双方の御神幸

行列の巡行を行います。隈・竹田地区の祇園祭は、山鉾がそれぞれ他の鎮守社を参詣すると

いう氏子圏を越えた行事を行っているのが特徴です。 

 夜には「晩山」を行い、山鉾の背部に垂らした「見送り」という懸け幕をはずし、提灯を

さげます。この山鉾を提灯山鉾といいます。 

 豆田地区では、初日の朝、八坂神社に勢揃いして中城御旅所まで御神幸行列に連ねて巡行

し、豆田地区内を山鉾ごと定められた順路で巡行します。初日の「晩山」は、花月川にかか

る御幸橋に集合し、豆田地区内を巡行します。二日目の「晩山」は、中城御旅所に集合し一

新橋に駆け上がり、気勢を上げてから御幸橋と一新橋を巡回します。 

  

⑷日田祇園の歴史 

 日田祇園山鉾の文献での初出は寛文五年（1665）で正徳四年（1714）には、豆田・隈両地

区で本格的な山鉾がつくられるようになったといわれています。江戸期から明治初期にかけ

て、山鉾はしだいに巨大化し、明治 17 年には高さ 10 メートルを超える山鉾が登場しました。

明治 34 年に電柱の架線により一時山鉾巡行ができなくなりましたが、大正 13 年に山鉾の高

さを低くし再開されました。昭和 18 年から戦争の影響で山鉾巡行は中断しましたが、戦後

数年経って山鉾巡行は復活しました。豆田地区では、昭和 36 年から再び中断しましたが、

昭和 61 年に中城町、昭和 63 年に港町、平成元年に下町、2 年に上町の山鉾が復活しました。 

 

⑸山鉾の特徴 

 日田祇園の山鉾は、多層人形山車の曳山です。人形は歌舞伎の名場面を題材とし地元の人

形師が製作しています。一部の屋形等を除いて、人形と飾りは毎年新調します。山鉾の台車

には囃子方が乗る囃子台があり、その上部に人形と屋形を設置する舞台が置かれています。

山鉾の背後には見送りと呼ばれる懸幕を垂らし、台車の高欄の下には緋羅紗の水引を引きま

わします。見送りには緋羅紗地に金糸などで鷲・虎・麒麟・鳳凰・唐獅子などの刺繍を施し

た華麗な懸装品で、幕末から明治期に製作されたものです。 

 

⑹山鉾巡行に華を添える祇園囃子 

 祇園囃子は、江戸から移住してきた小山徳太郎が伝えたといわれています。現在の演目は

幕末期から昭和初期にかけての俗曲・端唄・流行歌であり、他の祇園囃子とは楽器構成も曲

目も異なった独特なものです。三味線と笛、それに太鼓で演奏するのが特徴で、笛は明笛の

系統をひく横笛です。 

  

⑺現状と課題 

 ・少子高齢化による、行事の担い手・後継者の減少。 

 ・地域の衰退による、資金の確保（山鉾の保存修理や見送幕の復元新調等）。 

 ・用具の確保 
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日田祇園山鉾保存修理事業【実績・計画】 

 

年 度 町 名 対 象 物 件 

平成 19年度 大和町 見送幕（岩に虎）・水引幕（双龍） 

平成 20年度 川原町 山鉾 

平成 21年度 港町 見送幕（唐獅子牡丹）・水引幕（巴カ紋と宝珠） 

平成 22年度 大和町 山鉾 

平成 23年度 川原町 水引幕（龍虎）・旗 

平成 24年度 若宮町 山鉾 

平成 25年度 豆田上町 山鉾 

平成 26年度 豆田下町 見送幕（鳳凰）・水引幕（龍魚） 

平成 27年度 中城町 見送幕（玄武） 

平成 28年度 港町 山鉾 

平成 29年度 豆田下町 山鉾 

平成 30年度 中城町 山鉾 

令和 02年度 大和町・若宮町 見送幕（麒麟）・棒鼻 

 豆田上町 見送幕（鯉の滝昇り） 

 中城町 水引幕 

  報告書作成 
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